
戦
国
時
代
を

駆
け
抜
け
た

希
代
の
軍
師

「黒田如水像」福岡市博物館所蔵

※歴史に関しては諸説があるため、本紙掲載事項はあくまでも
　その一説であることをご了承ください。

平
成
26
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
の
主
人
公
は
、

希
代
の
軍
師
・
黒
田
官
兵
衛
で
す
。

知
謀
と
人
徳
を
も
っ
て
戦
乱
を
生
き
抜
き
、

生
涯
50
余
り
の
合
戦
に
お
い
て
一
度
も
負
け
な
か
っ
た
官
兵
衛
。

豊
臣
秀
吉
は
そ
の
才
能
を
高
く
評
価
し
な
が
ら

「
官
兵
衛
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
自
分
が
生
き
て
い
る
間
に

天
下
を
取
る
だ
ろ
う
」
と
恐
れ
た
と
い
い
ま
す
。

黒
田

官
兵
衛

孝
高

　
黒く
ろ
だ田
官か
ん
べ
え
兵
衛
孝よ
し
た
か高（
黒く
ろ
だ田
如じ
ょ
す
い水
）は
、

天
文
15
（
１
５
４
６
）
年
に
姫
路
城
で

黒
田
職も
と
た
か隆
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
黒
田
家
発
祥
の
地
は
、
近
江
国
伊
香

郡
黒
田
村
（
現
：
滋
賀
県
長
浜
市
木
之

本
町
）
で
す
。

　
官
兵
衛
の
曽
祖
父
・
高た
か
ま
さ政
は
、
そ
の

子
（
官
兵
衛
の
祖
父
）
重し
げ
た
か隆
を
連
れ
て

備
前
福
岡
へ
移
り
ま
す
。
そ
の
後
→

生
い
立
ち
と

　
黒
田
家
の
変
遷

重
隆
ら
は
、
龍
野
を
経
て
姫
路
へ
と
移

り
住
み
ま
す
。
秘
伝
の
目
薬
を
売
る
こ

と
で
財
を
成
し
、
御ご
ち
ゃ
く着
城
主
で
あ
っ
た

小
寺
家
の
家
臣
と
な
り
ま
し
た
。

　
官
兵
衛
の
父
・
職
隆
は
、
小
寺
家
の

信
任
も
厚
く
、
姫
路
城
の
城
代
に
任
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
官
兵
衛
は
、
母
方
の
祖
父
で
歌
人
の

明
石
宗そ
う
わ和
の
影
響
を
受
け
、
一
時
は
歌

人
の
道
を
志
し
ま
し
た
が
、
師
事
す
る

円
満
坊
に
諭
さ
れ
、
武
勇
の
道
を→

進
み
始
め
ま
す
。

　
利
発
で
才
能
に
恵
ま
れ
た
青
年
官
兵

衛
は
、16
歳
で
出
仕
、翌
年
に
は
初
陣
、

22
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、
家
老
に
も
な
る

と
い
う
出
世
街
道
を
歩
み
ま
す
。

秀
吉
と
の
出
会
い
、

　
そ
し
て
天
下
統
一
へ

　
主
君
・
小
寺
家
が
織
田
方
に
つ
く
か

毛
利
方
に
つ
く
か
に
迷
う
中
、
官
兵
衛

は
織
田
方
に
つ
く
よ
う
に
説
得
し
ま

す
。
岐
阜
城
で
織
田
信
長
に
謁
見
し
、

中
国
（
毛
利
）
攻
め
を
進
言
し
た
官
兵

衛
は
、
羽
柴
秀
吉
の
も
と
で
、
毛
利
勢

と
の
戦
い
に
お
い
て
数
々
の
功
績
を
あ

げ
る
な
ど
、
秀
で
た
策
略
に
よ
り
、
軍

師
と
し
て
の
頭
角
を
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
天
正
10
（
１
５
８
２
）
年
、
官
兵
衛

は
秀
吉
に
従
い
、
毛
利
方
の
備
中
へ
と

出
陣
。
備
中
高
松
城
へ
の
水
攻
め
の
最

中
に
、
信
長
が
家
臣
の
明
智
光
秀
に
討

た
れ
る
本
能
寺
の
変
が
起
こ
り
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
秀
吉
に
「
光
秀
を
討
ち
取

れ
ば
、
天
下
へ
の
道
が
開
け
ま
す
」
と

進
言
。
毛
利
と
の
和
睦
後
、
姫
路
城
へ

戻
り
戦
の
準
備
を
整
え
ま
す
。
山
崎
の

合
戦
で
光
秀
を
討
ち
取
っ
た
秀
吉
は
、

天
下
統
一
の
階
段
を
登
り
始
め
ま
す
。

　
官
兵
衛
は
、
軍
師
と
し
て
秀
吉
を
支

え
続
け
、豊
前
（
大
分
県
中
津
市
周
辺
）

の
広
大
な
領
地
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
秀
吉
に
「
次
に
天
下
を
狙
え
る
の
は

官
兵
衛
し
か
い
な
い
」
と
恐
れ
ら
れ
る

ほ
ど
に
、
官
兵
衛
は
優
れ
た
器
量
を
備

え
た
希
代
の
軍
師
で
し
た
。

黒
田
家
と

　
瀬
戸
内
市
の
ゆ
か
り
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人物相関図

教
き ょ う い さ ん み ょ う こ う じ

意山妙興寺
応永 10（1403）年、播磨の国主・
赤
あ か ま つ う き ょ う だ ゆ う の り お き

松右京大夫則興の追善供養のた
め、その子、大

た い き ょ う あ じ ゃ り に ち で ん

教阿闍梨日伝によっ
て開かれました。
戦国時代には、寺域が２町（約
２万平方㍍）余りに及び、１院と
10 の坊が立ち並ぶ大寺院でした。
本堂東側には樹齢約 400 年で市
指定重要文化財の 2 本のイチョ
ウの古木があります。

ゆかり
を紹介

太刀「日
に っ こ う い ち も ん じ

光一文字」（国宝）
福岡市博物館所蔵　要史康撮影

福 岡 一 文 字 派 の 傑 作。 北 条
早
そ う う ん

雲が日光二
ふ た ら さ ん

荒山より譲り受
けたため「日光一文字」と呼
ばれています。
秀 吉 の 小 田 原 攻 め 天 正 18

（1590）年の際、官兵衛は無
刀で小田原城に乗り込み、降
伏を勧めました。これが受け
入れられ、礼として北条氏直
から北条家の家宝であるこの
太刀が贈られました

官 兵 衛 の 陣 刀 で 長 船 祐
す け さ だ

定の
作。秀吉の四国平定の際、
安
あた ぎ か わ ち の か み

宅河内守を討ち取ったとき
にも、使用されたとされる名刀。
外装の金

きんあられさめあおうるしうちがたなこしらえ

霰鮫青漆打刀拵も国
の重要文化財に指定されてい
ます。

刀「安
あ た き ぎ り

宅切」（国重要文化財）
福岡市博物館所蔵　要史康撮影

　
瀬
戸
内
市
は
黒
田
家
に
ゆ
か
り
の
あ

る
地
で
す
。

　
職
隆
は
備
前
福
岡
で
生
ま
れ
、
妙
興

寺
（
長
船
町
福
岡
）
に
は
、
高
政
の
墓

が
あ
り
ま
す
。「
備
前
長
船
」「
備
前
福

岡
」
で
作
ら
れ
た
日
本
刀
の
傑
作
も
官

兵
衛
の
手
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
現

在
の
九
州
の
「
福
岡
」
の
地
名
は
、
官

兵
衛
の
子
・
長な
が
ま
さ政
が
筑
前
国
（
福
岡
県

西
部
）
に
築
い
た
城
に
、
先
祖
が
過
ご

し
た
備
前
福
岡
を
し
の
ん
で「
福
岡
城
」

と
名
付
け
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
紙
４
ペ
ー
ジ
「
瀬

戸
内
発
見
伝
」
で
も
、
黒
田
家
と
瀬
戸

内
市
の
関
係
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
観
光
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
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HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/news/

　

kurodakanbei.html

鎌倉時代 備前福岡で、福岡一文字派と称される刀工が活躍する。

室町時代 応永 10（1403）年 教意山妙興寺が開山する。

戦
国
時
代

永正 8（1511）年 曽祖父・高政が備前福岡に移り住む。祖父・重隆も同
行する。

大永 3（1523）年 曽祖父・高政没

大永 4（1524）年 父・職隆が備前福岡で生まれる。

天文 15（1546）年 姫路で生まれる。幼名は万吉。

永禄 10（1567）年 父・職隆が隠居し、家督を相続。姫路城主となる。

安
土
桃
山
時
代

天正 3（1575）年 主君・小寺政職に織田信長への帰属を進言。信長に謁
見し、秀吉の配下となる。

天正 10（1582）年

織田勢が備中に侵攻。その途中、豊臣秀吉軍が備前福
岡に宿泊する。備中高松城に対し、水攻めを行う。
本能寺の変が起こり、秀吉に「中国大返し」を進言。
明智光秀を山崎の合戦で破る。

天正 13（1585）年 秀吉の四国攻めの軍監となり、讃岐・阿波に転戦する。

天正 18（1590）年

秀吉に従い小田原攻めに参加。降伏を勧め、小田原城
を無血開城に導く。
北条氏直から北条家の家宝である太刀「日光一文字」
などが贈られる。

慶長 5（1600）年 関ヶ原の合戦。中津から出陣し、九州の大半を制圧。

慶長 6（1601）年 子・長政は、筑前 52 万石の新たな城地に先祖ゆかり
の地から「福岡」と名付ける。

江戸時代 慶長 9（1604）年 京都の伏見屋敷で病死。享年 59 歳。

関係年表

市と備前福岡古民家活用プロジェクトで
は、黒田家ゆかりの地であることを PR
するため、デザイン専門学校で公募を行
い、市内の小学生などによる審査の後、
マスコットキャラクターを決定しました。

△ 瀬戸内市黒田官兵衛マスコットキャラクター
　「備前福岡官兵衛くん」
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